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こ
の
た
び
、
特
別
展
示
「
伊
勢
物
語
の
か
が
や
き
―
鉄
心
斎
文
庫
の
世
界
―
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

鉄
心
斎
文
庫
は
、
三
和
テ
ッ
キ
株
式
会
社
社
長
で
あ
っ
た
芦
澤
新
二
氏
が
、
美
佐
子

夫
人
と
と
も
に
四
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
収
集
し
た
、『
伊
勢
物
語
』
に
特
化
し
た

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

二
〇
一
六
年
三
月
、
鉄
心
斎
文
庫
の
『
伊
勢
物
語
』
資
料
約
一
千
点
が
、
国
文
学
研
究

資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
館
で
は
基
幹
研
究
「
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語

資
料
の
基
礎
的
研
究
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
特
別
展
は
、
基
幹
研
究
の
一
環

と
し
て
の
展
示
で
あ
り
、
ま
た
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
鉄
心
斎
文
庫
の
本
格
的
な
お
披

露
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
を
通
じ
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
持
つ
多
彩
な
魅
力
に
ぜ
ひ
触
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
展
示
に
後
援
を
賜
り
ま
し
た
中
古
文
学
会
・
読
売
新
聞
社
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
館
長　

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル

ご
あ
い
さ
つ
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鉄
心
斎
文
庫
の
伊
勢
物
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

千
点
を
超
え
る
膨
大
な
鉄
心
斎
文
庫
の
伊
勢
物
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

収
集
さ
れ
た
の
は
、
株
式
会
社
三
和
テ
ッ
キ
の
社
長
で
あ
っ
た
芦
澤
新

二
氏
と
、
そ
の
没
後
に
社
長
を
継
が
れ
た
美
佐
子
夫
人
の
ご
夫
婦
お
二

人
で
あ
る
。

　

芦
澤
新
二
氏
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
生
ま
れ
。
山
梨
県
中
巨

摩
郡
西
野
町
（
現
南
ア
ル
プ
ス
市
）
の
旧
家
の
ご
出
身
で
あ
る
。
昭
和

十
九
年
（
一
九
四
四
）、
明
治
大
学
在
学
中
に
海
軍
に
召
集
さ
れ
、
予
備
学

校
教
育
部
を
経
て
、
魚
雷
に
よ
る
特
攻
部
隊
に
入
る
予
定
だ
っ
た
と
こ
ろ

変
更
に
な
っ
て
終
戦
と
な
り
、
復
学
さ
れ
た
明
治
大
学
で
学
生
雑
誌
『
駿

台
論
潮
』
の
編
集
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
そ
の
編
集
メ
ン
バ
ー
の
後
輩

の
一
人
が
、
美
佐
子
夫
人
だ
っ
た
。
熱
烈
な
恋
愛
の
結
果
、
新
聞
記
者
志

望
だ
っ
た
芦
澤
氏
は
、
美
佐
子
夫
人
の
お
父
様
が
経
営
し
て
お
ら
れ
た
会

社
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
以
前
、
体
調
を
崩
し
て
転
地
療
養
し
て
い
た
後
輩
の
美
佐
子
さ
ん

に
、
芦
澤
氏
は
退
屈
し
の
ぎ
の
読
み
物
と
し
て
、
賀か

茂も
の

真ま

淵ぶ
ち

が
書
い
た
注

釈
書『
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
り

古こ

意い

』の
版
本
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
れ
以
前
、

芦
澤
氏
は
旧
制
中
学
で
習
っ
た
伊
勢
物
語
の
「
東
下
り
」
に
強
く
感
動
さ

れ
、
す
ぐ
に
文
庫
本
の
伊
勢
物
語
を
買
っ
て
全
文
を
読
ま
れ
た
と
も
い
う
。

芦
澤
氏
ご
夫
妻
と
伊
勢
物
語
は
早
く
か
ら
、
深
い
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て

い
た
。

　

お
二
人
の
ご
結
婚
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
そ
の
こ
ろ
、
東
京
大
学
の
前
の
古
書
店
の
店
頭
に
、「
阿あ

わ
の波

国く
に

文ぶ
ん

庫こ

」

「
不し

の
ば
ず忍

文ぶ
ん

庫こ

」
の
二
つ
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
た
伊
勢
物
語
の
写
本
七
点
が
、

一
括
し
て
三
千
円
（
ほ
ぼ
当
時
の
大
卒
初
任
給
の
額
）
あ
ま
り
で
置
か
れ

て
い
る
の
を
偶
然
発
見
し
た
芦
澤
氏
は
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
入
手
さ
れ
た
。

芦
澤
氏
は
後
の
御
著
書
『
好こ

う

古こ

拾し
ゅ
う

遺い

』（
三
和
新
聞
社
・
昭
和
四
十
七
年
）

の
中
で
「
こ
の
と
き
の
喜
び
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
膨
大
な
伊
勢
物
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
、
実

質
的
な
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

芦
澤
氏
は
、
わ
け
あ
っ
て
故
郷
を
離
れ
、
京
都
の
地
で
旧
制
中
学
時
代

を
す
ご
さ
れ
た
。「
中
学
時
代
の
友
達
」
と
い
う
文
章
（『
京
都
府
立
第
二

中
学
校
五
十
周
年
記
念
誌
』、
後
に
『
天
愛
不
息
―
芦
澤
新
二
を
偲
ぶ
―
』

三
和
テ
ッ
キ
株
式
会
社
・
平
成
二
年
に
収
録
）
の
中
で
氏
は
、
京
都
二
中

夜
間
部
時
代
の
「
同
級
生
四
十
余
名
」
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
、
ご
自
分
の

下
宿
に
来
て
「
議
論
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
」
し
た
こ
と
を
記
さ
れ
、「
ぼ
く

の
下
宿
は
、
誰
か
ら
と
も
な
く
『
水す

い

滸こ

伝で
ん

』
の
梁

り
ょ
う

山ざ
ん
ぱ
く泊

に
擬
せ
ら
れ
、
い

つ
の
間
に
か
夜
中
の
英
雄
豪
傑
の
溜
り
場
に
な
っ
て
い
た
」
と
書
い
て
お

ら
れ
る
。
鉄
心
斎
文
庫
に
た
ど
り
つ
き
、
そ
こ
に
安
住
の
地
を
得
た
数
多

く
の
伊
勢
物
語
の
名
品
た
ち
、
た
と
え
ば
先
に
述
べ
た
「
阿
波
国
文
庫
」

旧
蔵
本
た
ち
も
ま
た
、
世
の
変
転
を
生
き
抜
い
た
英
雄
豪
傑
と
し
て
、
芦

澤
氏
の
梁
山
泊
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

伊
勢
物
語
の
収
集
に
は
美
佐
子
夫
人
の
協
力
も
大
き
く
、
鉄
心
斎
文
庫

は
、
ご
夫
婦
お
二
人
の
文
庫
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
。
伊
勢
物
語
は
自

分
た
ち
に
と
っ
て
「
子
供
の
よ
う
な
も
の
と
思
っ
て
い
る
」
と
、
芦
澤
氏

は
『
好
古
拾
遺
』
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
こ
れ
ら
の
蔵

書
は
子
供
が
み
な
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
て
い
る

…
…
こ
う
し
た
点
を
比
べ
る
だ
け
で
も
興
味
は
つ
き
な
い
」
と
も
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
鉄
心
斎
文
庫
の
伊
勢
物
語
の
中
に
は
、
貴
重
な
資
料
的
価
値

関
西
大
学
教
授　

山
本　

登
朗
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で
知
ら
れ
て
い
た
り
、
と
り
わ
け
美
し
い
書
体
や
装
訂
を
有
す
る
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
が
、
比
較
的
あ
り
ふ
れ
た
姿
を
持
つ
伊
勢
物
語
も
、
数
多

く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
個
性
や
特
徴
を
、
芦
澤
氏
ご
夫
妻
は
、

我
が
子
を
見
る
よ
う
に
、
愛
情
を
込
め
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
火
災
や
湿
気
か
ら
守
る
た
め
に
、

芦
澤
氏
は
品
川
区
の
ご
自
宅
に
鉄
筋
の
書
庫
を
建
て
ら
れ
た
。「
鉄
心
斎
文

庫
」
と
い
う
名
は
、
鉄
道
の
架
線
部
品
を
製
造
し
て
い
た
「
三
和
テ
ッ
キ
」

の
会
社
名
に
も
か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
、
そ
の
鉄
筋
の
書
庫
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
芦
澤
氏
は
六
十
四
歳
の
若
さ
で
、
多
く

の
人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
他
界
さ
れ
た
が
、
美
佐
子
夫
人
は
、
三
和
テ
ッ

キ
の
社
長
職
を
継
が
れ
た
だ
け
で
な
く
、
伊
勢
物
語
の
収
集
を
、
ご

主
人
の
遺
志
を
継
ぐ
形
で
さ
ら
に
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）
十
一
月
に
は
、
小
田
原
市
郊
外
の
別
宅
に
「
鉄
心
斎
文
庫

伊
勢
物
語
文
華
館
」
を
開
設
さ
れ
、
以
後
、
毎
年
春
秋
二
回
の
展
示
会
を

二
十
回
以
上
に
わ
た
っ
て
開
催
、
そ
の
た
び
ご
と
に
展
示
品
の
解
説
図
録

『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
録
』（
第
一
〜
二
十
一
集
、
お
よ
び
続
編
）
を

継
続
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
毎
回
十
日
間
の
展
示
会
期
間
中
、
美
佐
子
夫
人

は
ほ
ぼ
毎
日
小
田
原
に
通
わ
れ
、
数
多
く
の
来
館
者
の
対
応
に
当
た
ら

れ
た
。

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）、
ご
夫
婦
の
長
年
の
情
熱
の
結
晶
で
あ
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
長
く
世
に
残
す
た
め
に
、
美
佐
子
夫
人

は
国
文
学
研
究
資
料
館
へ
の
寄
贈
を
決
意
さ
れ
、
当
時
の
松
野
陽
一
館
長
と

の
間
に
「
覚
書
」
を
交
わ
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、散
逸
さ
せ
な
い
こ
と
や
「
鉄

心
斎
文
庫
」
の
名
を
残
す
こ
と
の
ほ
か
に
、
研
究
者
に
広
く
公
開
す
る
と
い

う
項
目
が
、
美
佐
子
夫
人
か
ら
の
要
望
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
新
二
氏
も
美
佐
子
夫
人
も
、
鉄
心
斎
文
庫
の
閲
覧
を
希
望

す
る
研
究
者
が
あ
れ
ば
、
た
が
い
に
伊
勢
物
語
を
愛
す
る
者
ど
う
し
と
し

て
、常
に
温
か
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
我
が
子
と
も
言
う
べ
き
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
伊
勢
物
語
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、
よ
く
調
べ
て
本
当
の
価
値
を

見
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
気
持
ち
と
、
伊
勢
物
語
を
愛
す
る
人
を
知
己

と
し
て
迎
え
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
が
、
そ
こ
に
は
常
に
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
芦
澤
ご
夫
妻
の
思
い
に
応
え
、
鉄
心
斎
文
庫
の
伊
勢
物
語
を

ど
の
よ
う
に
読
み
、
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
た
い
ま
、
そ
の

課
題
は
、
今
後
国
文
研
で
鉄
心
斎
文
庫
を
目
に
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
。　
　

昭和57年（1982）の芦澤新二・美佐子ご夫妻
（『天愛不息―芦澤新二を偲ぶ―』による）
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右
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章段比定図 左隻

章段比定図 右隻
初段
春日の里

第３段
ひじき藻

初段
陸奥のしのぶ
もぢずり

第５段
関守

第４段
西の対

第６段
芥川

第９段
富士の山

第２３段
立田越え

第９段
宇津の山

第８段
浅間の嶽

第２９段
花の賀

第１０６段
龍田川

第９段
八橋

第１８段
白菊

第７段
かへる波

第９段
隅田川

第１４段
くたかけ

第２０段
春の紅葉

第２３段
筒井筒

第１２段
武蔵野

第２７段
盥のかげ

第４５段
ゆく蛍

第４９段
若草の妹

第９８段
梅の作り枝

第１１９段
形見こそ
今はあたなれ

第６８段
住吉の浜

第７８段
山科の
禅師のみこ

不明
（第66段難波津か）

第６７段
花の林

第８３段
小野の庵へ
参る

第１０１段
あやしき藤の花

第６０段
花橘

第６３段
つくも髪

第９３段
たかき
いやしき

第８７段
布引の滝

第５０段
行く水に数かく

第６９段
君や来し

第６５段
恋せじの禊

第８７段
海士の漁火

第７１段
神の斎垣

第８１段
塩釜

第５１段
人の前栽に菊

第８０段
衰へたる
家の藤

第８２段
渚の院の桜

第９５段
へだつる
関



8

伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
二
種 

―
―
―
― 

慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
刊

伊
勢
物
語　
奈
良
絵
本 

―
―
―
―
〔
寛
文
頃
〕
写

作品解説  7   （19ページ）

作品解説  11   （21ページ）



9

伊
勢
物
語　
葛
岡
宣
慶
筆 

―
―
―
―
〔
江
戸
前
期
〕
写

伊
勢
物
語
絵
巻 

―
―
―
―
〔
江
戸
中
期
〕
写

作品解説  13   （22ページ）

作品解説  15   （23ページ）



10

伊
勢
物
語
絵
巻 

―
―
―
―
〔
江
戸
前
期
〕
写

業
平
涅
槃
図 

―
―
―
―
〔
江
戸
中
期
〕
写

作品解説  16   （23ページ）

作品解説  26   （28ページ）



11

伊
勢
物
語　
伝
中
院
通
村
筆 

―
―
―
―
〔
江
戸
前
期
〕
写

伊
勢
物
語　
東
常
縁
筆 

―
―
―
―
〔
室
町
中
期
〕
写

作品解説  31   （32ページ）

作品解説  41   （38ページ）



12

伊
勢
物
語
肖
聞
抄 

―
―
―
―
〔
慶
長
頃
〕
刊

伊
勢
物
語
か
る
た 

―
―
―
―
〔
江
戸
中
期
〕
写

作品解説  56   （46ページ）

作品解説  76   （57ページ）



13

執
筆
者
一
覧 

（
五
十
音
順
）

青
木
賜し

鶴づ

子こ　
大
阪
府
立
大
学
教
授

一い
ち
の
へ戸　

渉わ
た
る　

　
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
准
教
授

海う
ん

野の

圭
介　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
准
教
授

大
口
裕
子　
　
霞
会
館
学
芸
員

加
藤
洋
介　
　
大
阪
大
学
教
授

神か
ん
さ
く作

研
一　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授

恋こ
い

田だ

知
子　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
助
教

小
林
健
二　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
・
研
究
代
表
者

小
山
順
子　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
准
教
授

谷
川
ゆ
き　
　
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
学
芸
員

田
村　

隆　
　
東
京
大
学
准
教
授

藤
島　

綾　
　
都
留
文
科
大
学
非
常
勤
講
師

二ふ
た
ま
た又　

淳じ
ゅ
ん　

　
明
治
大
学
兼
任
講
師

松
本　

大お
お
き　

　
奈
良
大
学
講
師

本も
と
ひ
ろ廣

陽
子　
　
上
智
大
学
准
教
授

山
本
登と

く

朗ろ
う　

　
関
西
大
学
教
授

責
任
編
集

山
本
登
朗
・
小
林
健
二
・
小
山
順
子
・
恋
田
知
子

編
集
協
力
者

金
子　

馨か
お
る　

　
国
文
学
研
究
資
料
館
機
関
研
究
員

黄こ
う　

昱い
く　

　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
機
関
研
究
員

　

■　 

本
冊
子
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
特
別
展
示
と
し
て
、

二
〇
一
七
年
十
月
十
一
日
（
水
）
か
ら
十
二
月
十
六
日
（
土
）

ま
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
展
示
室
に
お
い
て
開
催
す
る

「
伊
勢
物
語
の
か
が
や
き 

―
鉄
心
斎
文
庫
の
世
界
―
」
の
展

示
解
説
で
あ
る
。

　

■　 

本
冊
子
で
は
、
原
則
と
し
て
各
展
示
セ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要

を
示
し
た
後
、
展
示
品
個
別
の
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。
後

者
は
、展
示
番
号
、作
品
名
、請
求
番
号
（﹇　

﹈
内
に
記
す
）、

時
代
（
推
定
の
場
合
は
〔　

〕
内
に
記
す
）、
寸
法
、
装
訂
、

員
数
の
順
に
書
誌
情
報
を
記
し
、
簡
単
な
解
説
文
を
付
し

た
。
割
書
は〈　

〉内
に
記
し
、改
行
は
／
で
示
し
た
。
な
お
、

解
説
文
中
の
敬
称
は
省
略
し
た
。
主
な
参
考
文
献
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
と
お
り
表
記
し
た
。

　
　

 
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
伊
勢
物
語
図
録
【
第
一
集
】
開
館
記

念
版 
↓ 

図
録
１

　
　

 

鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
【
芦
澤
新
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅳ
】

伊
勢
物
語
と
そ
の
周
辺 

↓ 

図
録
Ⅳ

　
　

鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
第
一
巻 

↓ 

叢
刊
１

　
　

伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成
第
一
巻 

↓ 

大
成
１

　

■　 

本
冊
子
の
作
品
解
説
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹

研
究
「
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
資
料
の
基
礎
的
研
究
」

（
二
〇
一
六
年
度
〜
一
八
年
度
、
研
究
代
表
者
・
小
林
健
二
）

に
よ
る
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
そ
の
成
果
報
告
を
含
む
。

凡　

例



61

◆ 
作
品
リ
ス
ト

第
一
章　

名
品　

1
伊
勢
物
語　
伝
二
条
為
氏
筆

列
帖
装
一
帖

〔
鎌
倉
期
〕
写

2
伊
勢
物
語　
伝
冷
泉
為
相
筆

列
帖
装
一
帖

〔
鎌
倉
期
〕
写

3
伊
勢
物
語　
伝
京
極
為
兼
筆

列
帖
装
一
帖

〔
鎌
倉
期
〕
写

4
伊
勢
物
語　
伝
二
条
為
明
筆

列
帖
装
一
帖

〔
室
町
初
期
〕
写

第
二
章　

描
く

5
伊
勢
物
語
図
屏
風

六
曲
一
双

〔
江
戸
中
期
〕
写

6
伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
一
種

袋
綴 

大
本
一
冊
（
存
巻
下
）

慶
長
一
三
年
刊

7
伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
二
種

袋
綴 

大
本
二
冊

慶
長
一
三
年
刊

8
伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
三
種

袋
綴 

大
本
二
冊

慶
長
一
四
年
刊

9
伊
勢
物
語　
嵯
峨
本
第
四
種

袋
綴 

大
本
二
冊

慶
長
一
五
年
刊

10
伊
勢
物
語　
覆
刻
整
版

袋
綴 

大
本
合
一
冊

〔
江
戸
初
期
〕
刊

11
伊
勢
物
語　
奈
良
絵
本

列
帖
装
三
帖

〔
寛
文
頃
〕
写

12
伊
勢
物
語　
葛
岡
宣
慶
筆

列
帖
装
一
帖

〔
江
戸
前
期
〕
写

13
伊
勢
物
語　
葛
岡
宣
慶
筆

列
帖
装
一
帖

〔
江
戸
前
期
〕
写

14
伊
勢
物
語
画
帖

折
帖
一
帖

〔
江
戸
前
期
〕
写

15
伊
勢
物
語
絵
巻　
白
描

巻
子
装
一
軸

〔
江
戸
中
期
〕
写

16
伊
勢
物
語
絵
巻　
着
色

巻
子
装
一
軸
（
存
巻
四
）

〔
江
戸
前
期
〕
写

17
伊
勢
物
語

袋
綴 

大
本
二
冊

寛
文
二
年
刊

18
伊
勢
物
語
頭
書
抄

袋
綴 

大
本
三
冊

延
宝
七
年
刊

19
伊
勢
物
語
大
成

袋
綴 

大
本
三
冊

元
禄
一
〇
年
刊

20
絵
入
伊
勢
物
語

袋
綴 

中
本
一
冊

享
保
一
四
年
刊

21
改
正
伊
勢
物
語

袋
綴 

大
本
二
冊

延
享
四
年
刊

22
絵
入
伊
勢
物
語

袋
綴 

大
本
二
冊

宝
暦
六
年
刊

23
新
板
伊
勢
物
語

袋
綴 

大
本
二
冊

明
和
四
年
刊

24
天
明
新
板
伊
勢
物
語

袋
綴 

大
本
二
冊

天
明
七
年
刊

25
伊
勢
物
語
図
会

袋
綴 

大
本
三
冊

文
政
八
年
刊

26
業
平
涅
槃
図　
山
崎
龍
女
筆

軸
装
一
幅

〔
江
戸
中
期
〕
写

第
三
章　

書
く

27
伊
勢
物
語　
伝
近
衛
信
尋
筆

列
帖
装
一
帖

〔
江
戸
前
期
〕
写

28
伊
勢
物
語　
伝
黒
田
長
興
筆

列
帖
装
一
帖

〔
江
戸
前
期
〕
写

29
伊
勢
物
語　
松
平
定
信
筆

列
帖
装
一
帖

文
政
六
年
写

30
伊
勢
物
語　
伝
荒
木
素
白
筆

単
葉
装
一
帖

〔
江
戸
前
期
〕
写

31
伊
勢
物
語　
伝
中
院
通
村
筆

列
帖
装
一
帖

〔
江
戸
前
期
〕
写

32
伊
勢
物
語　
伝
二
条
為
重
筆

列
帖
装
一
帖

〔
南
北
朝
期
〕
写

33
伊
勢
物
語　
中
宮
寺
本

列
帖
装
一
帖

〔
鎌
倉
末
期
〕
写

34
伊
勢
物
語　
順
覚
筆

袋
綴 

一
冊

暦
応
四
年
写

35
伊
勢
物
語　
伝
一
条
兼
良
筆

列
帖
装
一
帖

〔
室
町
後
期
〕
写

36
伊
勢
物
語　
三
条
西
公
条
筆
・
冷
泉
為
村
補
筆

列
帖
装
一
帖

〔
室
町
後
期
〕
写

37
伊
勢
物
語　
近
衛
基
嗣
筆

列
帖
装
一
帖

〔
室
町
期
〕
写

38
真
名
伊
勢
物
語　
日
野
資
矩
筆

列
帖
装
一
帖

〔
江
戸
後
期
〕
写

39
伊
勢
物
語　
細
川
幽
斎
筆
・
烏
丸
光
広
補
筆

列
帖
装
一
帖

〔
室
町
末
江
戸
初
期
〕
写

第
四
章　

学
ぶ

40
伊
勢
物
語　
古
注
書
入

列
帖
装
一
帖

〔
室
町
後
期
〕
写

41
伊
勢
物
語　
東
常
縁
筆

列
帖
装
一
帖

〔
室
町
中
期
〕
写

42
伊
勢
物
語　
唯
心
筆

袋
綴 

一
冊

文
明
一
八
年
写

43
伊
勢
物
語

袋
綴 

一
冊

享
禄
四
年
写

44
伊
勢
物
語
知
顕
集

袋
綴 

二
冊

寛
永
六
年
写

45
増
纂
伊
勢
物
語
抄

袋
綴 

一
冊

〔
江
戸
中
期
〕
写

46
伊
勢
物
語
奥
秘
書

袋
綴 

五
冊

〔
江
戸
中
期
〕
写

47
伊
勢
物
語
髄
脳

袋
綴 

一
冊

〔
室
町
末
期
〕
写

48
伊
勢
物
語
難
義
注

袋
綴 

一
冊

〔
室
町
中
期
〕
写

49
伊
勢
物
語
愚
見
抄　
初
稿
本

折
紙
列
帖
装
一
帖

〔
江
戸
初
期
〕
写

50
伊
勢
物
語
山
口
記

袋
綴 

一
冊

天
文
一
八
年
写

51
伊
勢
物
語
肖
聞
抄

袋
綴 

一
冊

〔
室
町
後
期
〕
写

52
伊
勢
物
語
惟
清
抄　
聖
碩
加
注

袋
綴 

一
冊

〔
江
戸
中
期
〕
写

53
称
談
集
解

袋
綴 

二
冊

〔
江
戸
後
期
〕
写

54
ゑ
い
か
ん
の
書

列
帖
装
二
帖

〔
江
戸
期
〕
写

55
伊
勢
物
語
肖
聞
抄

袋
綴 

大
本
三
冊

慶
長
一
四
年
刊

56
伊
勢
物
語
肖
聞
抄

袋
綴 

大
本
二
冊

〔
慶
長
頃
〕
刊

57
伊
勢
物
語　
古
活
字
版

袋
綴 

大
本
一
冊

〔
慶
長
頃
〕
刊

58
伊
勢
物
語　
古
活
字
版
・
絵
入

袋
綴 

大
本
一
冊
（
存
巻
上
）

〔
元
和
寛
永
〕
刊

59
伊
勢
物
語
闕
疑
抄　
古
活
字
十
行
本

袋
綴 

大
本
五
冊

〔
慶
長
頃
〕
刊

60
伊
勢
物
語
闕
疑
抄　
古
活
字
十
二
行
本

袋
綴 

大
本
五
冊

〔
慶
長
頃
〕
刊

61
伊
勢
物
語
闕
疑
抄　
整
版

袋
綴 

大
本
二
冊

寛
永
一
九
年
刊

62
伊
勢
物
語
拾
穂
抄

袋
綴 

大
本
五
冊

〔
延
宝
頃
〕
刊

63
勢
語
臆
断

袋
綴 

大
本
五
冊

享
和
三
年
刊

64
伊
勢
物
語
古
意　
本
居
春
庭
書
入
本

袋
綴 

大
本
六
冊

寛
政
五
年
刊

65
伊
勢
物
語
傍
注　
賀
茂
季
鷹
書
入
本

袋
綴 

大
本
二
冊

安
永
五
年
刊

66
伊
勢
物
語
傍
注　
賀
茂
季
鷹
他
説
移
写
本

袋
綴 

一
冊

寛
政
四
年
写

67
勢
語
図
抄

袋
綴 

二
冊

〔
江
戸
後
期
〕
写

68
伊
勢
物
語
新
釈　
自
筆
稿
本

袋
綴 

五
冊

〔
文
化
九
年
〕
写

69
伊
勢
物
語
新
釈

袋
綴 

大
本
六
冊

文
政
元
年
刊

第
五
章　

遊
ぶ

70
仁
勢
物
語

袋
綴 

大
本
二
冊

〔
寛
永
末
頃
〕
刊
本
の
改
刻
本

71
に
せ
も
の
が
た
り

袋
綴 

半
紙
本
一
冊

明
治
二
年
刊

72
い
く
の
ゝ
さ
う
し

袋
綴 

半
紙
本
四
冊

元
禄
七
年
刊

73
い
せ
物
語
ひ
ら
こ
と
ば

袋
綴 

大
本
二
巻
四
冊

延
宝
六
年
跋
刊

74
競
伊
勢
物
語

袋
綴 

半
紙
本
一
冊
（
存
巻
上
）
安
永
四
年
刊

75
戯
男
伊
勢
物
語

袋
綴 

半
紙
本
五
冊

寛
政
一
一
年
刊

76
伊
勢
物
語
か
る
た

四
一
八
枚

〔
江
戸
中
期
〕
写

77
伊
勢
物
語　
山
口
蓬
春
筆

軸
装
一
幅

〔
大
正
末
昭
和
初
期
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